
Jバイオ

メタン発酵

“捨てられてしまった食品”を再び“食品”へ

株式会社 Jバイオフードリサイクル

・JFEエンジGrとJR東日本Grが出資して設立した会社です。
・微生物の働きで食品廃棄物から生成したバイオガスを利用して電
力を創出します。食品廃棄物の潜在エネルギーを引き出す「もった
いない」を大切にしたリサイクル事業を展開しています。

発電

地球に優しく、肥料代も抑えられる
肥料と聞き使ってみました。
施肥にあたってはアドバイスやサポー
トもしてもらえるので大変助かりました。
作物の育ちも非常によく、食味もよく
なったので、他の作物にも試してみよ
うと思っています。

農家 / 神奈川県 藤沢市

お客様の声

肥料

農家

食品廃棄物

飲食店 食品工場

特徴

食品由来のSDGs肥料

・23日間かけて発酵してできる肥料で窒素等の肥料成分を含みます

・微生物を含む肥料なので土壌の生物性改善が見込まれます

・年間を通して栄養成分の比率が安定しています

・原料は食品廃棄物のみなので安全です

・化学肥料より安価に提供可能です



神奈川県横浜市鶴見区弁天町3番地1
TEL：045-505-7845

成分表示および荷姿

ウェブサイトはこちら

はまのしずく
登録証はこちら

はまのみのり
登録証はこちら

農業リサイクルループ

問い合わせ先

「捨てられてしまった食品」が肥料に生まれ変わります。
この肥料が農作物を育て、また食品へと戻る、人と社会と環境をつなぐエコな取り組みです。

リサイクルの環『わ』を一緒に広げませんか！

留意事項

・施肥方法は農地によって異なるため、ご相談・実証のうえでご利用ください。
・施用後すぐ土と混ぜるとアンモニア態窒素が土に吸着し揮散を抑制します。施用後3~7日空けてからの播種が望ましいです。
・有機物が原料のため、肥料そのものは臭気がありますが、土壌にすき込んで１日程で低減されます。
・2～3mmのスクリーンを通していますが、若干の未分解の食物繊維やプラスチック類が混入することがございます。

項目

水分

窒素全量
（内アンモニア性窒素）

リン酸全量

加里全量

炭素窒素比

荷姿（提供形態）

はまのしずく
(バイオ液肥)

96.3%

0.35%
（0.19%）

0.07%

0.14%

5

ﾀﾝｸ、ﾛｰﾘｰ車

はまのみのり
(バイオ固形肥料)

78.2%

1.4%
（0.20%）

0.53%

0.15%

7

ﾌﾚｺﾝ、ｺﾝﾃﾅ車

肥料
はまのしずく
はまのみのり

作物
環境にやさしい

廃棄
食べ残し期限切れ

肥料コストが削減できます！
化学肥料の使用量を

削減することも可能です。

ポイント１ ポイント２

農家の皆さんの農作物を、
取引先の商業施設、

スーパー、レストラン等に紹介し、
ループ化を推進します。

飲食店、食品工場
農家

発電


